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1。 研 究 目 的 ・内 容

本研究は,韓 国語の学習において初級段階に位置づけ られる語彙のうち,日 本語の 「終える」

を意味する韓国語の類義語である 「ロ國 叫」と 「晋用τ葡 について,コ ロケーション(縁 語関係)

情報を利用 した意味の記述を試みる.具 体的には,電 子化されたコーパス資料か らそれぞれの用

例を抽出し,そ れが どのような語 と共起 しているか分析し,そ れぞれの差異に着 目して意味記述

を行う.

2.研 究経過及び成果

本研究ではまず,「21世 紀世宗計画」(大 韓民国 ・国立国語院などによる)の 形態素解析済みコーパスである 「看碧

畦号肉(・雪勉〉」のうち,「呈明」(文 語)の データを利用 して,「叫剥叫」(他 動詞のみ)と 「晋川叫」の用例を抽出し

た.用 例の抽出には同じく 「21世紀世宗計画」の成果物である検索プログラム 「量智o]H(州 剋)」を利用した.コ ー

パスから得られた用例は 「晋川叫」が914例,「 ロ國 叫」が1314例 である.本 研究ではこの用例を元に,そ れぞれの

意味分析を行った.

それぞれの語について,ま ず辞書における定義を参照した.国 立国語院の 『標準国語大辞典』によれば,「・國 叫」

は 「ある仕事や過程,順 序などが終わる」(翻 訳は筆者による,以 下同),「 晋川叫」は 「晋耳叫(終 わる)の 使役形」

とされている。なお,小 学館 『朝鮮語辞典』ではいずれも 「終える,す ます」となっている。逆に,小 学館r日 韓辞典』

で 「終える」を調べると,「叫肉叫,晋 剛じ}」の訳が与えられている。また,任 洪彬 『韓国語辞典』によれば,「叫肉叫」

は 「事柄の完成」という側面を持っているのに対し,「晋川叫」は事柄の完成だけでなく,完 成前に途中で手を引くこ

とも指し示すことができるという.辞 書の記述としては任洪彬のものが比較的詳細なものであるが,韓 日,日 韓辞典の

記述を見る限 りでは,ほ ぼ同様に使用できると学習者が考えてしまう恐れがある.本 研究では任洪彬の記述を参考にし

つつ,実 際にどのような語と共起するのか,そ の分布の違いはどのように表れているのか,用 例を元に検討した。

本研究で収集した用例を分析 した結果,以 下のような見解が得 られた:
1)中 心語(ノ ー ド),す なわち 「ロ國 叫」「晋川叫」自体の形態を見ると,「叫刻叫」では勧誘や命令といった形式が

ほとんどないのに対し,「吾川じ刊 ではこれらの形式が散見された.こ のことは,「叫肉叫」が自らの意志を持って何か

を 「終える」,あ るいは 「終えることができる」場合には用いられないことを示すと考えられる。

2)目 的語 として共起する語のうち,「 ロ}ス1叫」は 「司五(学 校),晋 朴(工 事),斗 碧(過 程 ・課程),ヱ 号(教 育),
ロ1号 磐暑(ア メリカ訪問)」など,あ る程度の期間を要するものが多く見られた.対 して 「晋川じ}」の目的語には何ら

かの傾向が見 られるという訳ではなかった.「叫ス叫 」で用いられず 「晋川叫」に多く見られる目的語としては,「望(仕

事),暑 聾(通 話)」などが見 られた.こ の点は 『標準国語大辞典』の意味記述がほぼ当てはまると考えられるが,実 際

には 「晋川叫」「叫ヌ1叫」ともに用いられる目的語が多く見られる.例 えば 「叫ヱ(学 校〉」はどちらの用言でも用いら

れるが,「 晋州叫」と共起する場合には 「一日一日の授業」といった文脈で用いられてお り,対 して 「叫刻叫」と共起

する場合には,「全体の教育課程全体」といった文脈で用いられている.こ うした目的語の共起に関しては,今 後より

詳細に検討 してみる必要があるだろう.

3)副 詞的成分の共起としては,「晋川叫」では 「蟹司(早 く),音 唐(す ぐ)」といった副詞が共起するのに対 し,「叫肉叫」

ではこうした副詞の共起はかな り少ない.ま た,例 えば 「～ 川州(内 に)」のような,期 間の限定を表す表現は 「吾川叫」

と共起 しやす く,「ロ國 叫」とともに使われることは少ない。動作の期間を限定するという点では,「～ 吐叫(だ けで)」

(例 「暑斗57室 魁(引(わ ずか57秒 で)」)な どの表現も,「叫肉叫」では共に用いられた用例が見 られなかった.

その他の共起要素についても引き続き検討を加えている,こ れらの共起要素の分布が 「叫え1τ平」と 「晋身叫」でどの

ように異なるか,そ の違いの指 し示すところを,辞 書記述などにどのように反映させるか,さ らに検討を加えていく.
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3.本 研究 と関連した今後の研究計画

まず本研 究で とりあげた 「ロ國 τ}」「晋川τキ」につ いて の記述 を行 う.そ の後 は同様 の方法 を用

いて,用 言だけでな く,副 詞な どの類義語記述 を行 ってい く予定である.ま た,こ う した類義語

の記述 を韓国語教育 の現場で いか に活用する ことができるか といった,活 用 の方法 について も合

わせて検 討 してい く.

4.成 果の発表等
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